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事業概要01

事業内容

◼ 希望地域と症状に応じ、外国人が受診しやすい
医療機関を多言語で案内する

◼ 受診に必要な医療制度を必要に応じて多言語で
説明する

対応日 祝日を含む毎日（365日）

対応時間 9:00 ～ 20:00

対応言語

日本語

英語

中国語

韓国語

スペイン語

タイ語
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相談件数データ
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全体として増加傾向

旅行者の割合が増加

相談件数データ 1993-2024年度

社会情勢の影響を受ける
例）
2011年: 東日本大震災
2020-21年: 新型コロナウイルス感染症
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英語話者数と中国語話者数は

拮抗

相談件数データ 2024年度 月別・言語別

日本語での相談も多い
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相談件数データ 2024年度 国籍別上位10か国02

居住者

1 中国

2 インド

3 アメリカ

4 ネパール

5 フィリピン

6 フランス

7 ベトナム

8 ミャンマー

9 バングラデシュ

10 イギリス

全 119か国

旅行者

1 中国

2 アメリカ

3 オーストラリア

4 香港

5 ドイツ

6 イギリス

7 韓国

8 フランス

9 台湾

10 シンガポール

全 97か国
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相談内容からみえる

外国人の医療アクセスの障壁
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相談内容からみえる外国人の医療アクセスの障壁

この3つは独立しているわけではなく、制度理解が言語によって妨げられたり、

文化的背景が制度理解と結びついていたりと、複合的に作用している。

3つの壁

言葉の壁 制度の壁 文化の壁
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医療機関の受付で受診できないといわれた

03

今、受診できる医療機関を教えてほしい
医療機関情報は多言語化されていないため、
日本語以外の言語で検索しにくい

日本語が不得手な外国人を受け入れるかは医療機関の裁量

言葉の壁

医療機関の診療科と患者の症状が合致していないこともある
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いろいろな科がある病院に行きたい

救急で受診したいのに受診できないと言われた
大規模病院の救急外来は救急車で搬送される患者しか
受け入れていないこともある

医療費がいくらかかるのか事前に知りたい
保険証があれば高額にはならないとはいっても「高額」の基準は
人それぞれ

軽症者はクリニックを受診し、検査や治療で必要がある場合に
紹介状をもらって病院を受診するというしくみが分からない
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03 制度の壁



妊娠中から出産まで女性医師を希望

宗教上の理由により医療処置を希望

小児の割礼を行っている医療機関は少ない

出産時まで女医を希望しても対応できる病院は限られる
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03 文化の壁



旅行者の場合
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症状があるので受診したい

持ってきた薬がなくなった
持病があるが持ってくるのを忘れた、足りなくなった、途中でなくした
などの場合は、受診して処方してもらうように案内します。

持病の治療や健康診断のために日本の医療を受けたい
継続治療が必要か、言葉の問題、支払いの問題、ビザの問題など、
細かな対応が必要なため、すぐに受診はできません。

発熱や下痢、耳が痛い、目が腫れた、歯が痛い、転んでケガをした
など、日本入国後に発生したものは受診先を案内をします。

15

04 旅行者の場合



医療コーディネーターの案内

外務省

身元保証機関
（医療コーディネーター等）のリスト
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04 旅行者の場合

https://www.mofa.go.jp/j_info/visit/visa/medical_stay2.html
https://www.mofa.go.jp/j_info/visit/visa/medical_stay2.html


相談の受け方
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症状は何か

居住者か旅行者か

どの言語を話すか

どの地域で医療機関を探しているか

各言語のスタッフは一人ずつの配置です。英語・中国語の

電話は重なることもあり、お待ちいただいたり、後ほど か

け直していただくこともあります。

日本では症状に応じて受診する診療科を選び受診するし

くみになっているので、症状の聴き取りをします。

旅行者を受入れない医療機関もあるため、確

認します。
居住地と職場が離れていて、終業後に受診したいという

こともあるため、どこで受診したいかを確認します。

日本語をどの程度話せるか

診察する医師は外国語を話せても、受付は日本語対応の

みで、予約は日本語でしなければならないこともあるた

め、 確認します。

保険証を持っているか

日本の保険証を持っていないと受診できない医療機関

もあるため、確認します。
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05 相談の受け方



医療機関への問合せ

06

19



予約は必要か

受付は何時までか

言語対応方法は何か

予約を外国語でできるか

外国人の診療をを受け入れていても、外国語を話せる

医師がいるのか、通訳できるスタッフがいるのか、

遠隔通訳を利用するのか、翻訳機を使用するのか等、

対応方法はさまざまあるため、確認しています。

日本語の不得手な外国人は、予約を日本語でしなければ

ならないことも受診のハードルとなります。ウェブ予約も

サイトが多言語対応になっていないと利用が難しい こ

とがあります。

診療時間と受付終了時間が異なることがあり、何時まで

に受付が必要かを確認しておく必要があります。

ひまわり外国語対応室の相談は匿名相談となっており、

患者さんの名前や電話番号を預かって予約の代行を

することはできません。患者さん本人に予約してもらう

ため、予約時にも外国語で電話ができると大変助かり

ます。
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06 医療機関への問合せ



ご清聴ありがとうございました

21


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21

